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※とじて保存しておきましょう。いつかきっとお役にたちます。

ホームページアドレス
　http://www.jagunma.net/maebashi/

☆経産の部　名誉賞・知事賞・乳器賞
 泉沢町の須藤 裕一さん

共進会　出品牛

☆未経産の部　名誉賞
東金丸町の富岡 和行さん

共進会　出品牛

霜月（しもつき）　霜がしきりに降る月の意（霜降月の略）
花暦　菊…おぼろげな思いで・女性的な愛情　　誕生石　トパーズ…友情・希望

11月のこよみ

平成21年度

前橋市乳牛共進会開催
（表紙紹介は２ページ）
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前
橋
市
東
上
野
町
で
は
、
東
上
野
町
集

落
営
農
組
合
を
母
体
に
10
月
１
日
、
東
上

野
町
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
農

事
組
合
法
人
「
東
上
野
」
の
設
立
総
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
関
係
者
を
含
む
約
50
人
が

出
席
し
、
発
起
人
の
女
屋
貞
夫
さ
ん
が
今

ま
で
の
経
過
を
説
明
し
、
法
人
の
設
立
の

た
め
の
定
款
、役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
地
区
の
集
落
組
織
は
、
平
成
18
年
に

設
立
さ
れ
た
「
東
上
野
町
集
落
営
農
組
合
」

を
母
体
と
し
て
、
地
域
の
水
田
農
業
と
水

環
境
資
源
保
全
の
た
め
、
多
く
の
兼
業
農

家
の
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
共
に
認
定

農
業
者
の
畜
産
・
園
芸
部
門
の
発
展
に
寄

与
し
、
安
定
し
た
経
営
を
行
っ
て
来
ま
し

た
。

　

当
初
は
、
群
馬
県
の
特
色
で
あ
る
米
麦

の
二
毛
作
経
営
を
行
い
、
地
域
水
田
農
業

ビ
ジ
ョ
ン
に
合
致
し
た
水
田
経
営
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
安
定
し
た
経
営
を

目
指
す
中
で
、
国
の
水
田
農
業
経
営
安
定

対
策
の
中
の
集
落
営
農
組
合
設
立
か
ら
５

年
以
内
法
人
化
計
画
に
基
づ
き
、
組
合
内

で
Ｊ
Ａ
前
橋
市
や
行
政
機
関
の
指
導
を
仰

ぎ
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
今
後
の
集
落
営

農
組
合
の
更
な
る
維
持
と
発
展
の
た
め
に
、

次
世
代
に
こ
の
組
合
を
託
す
に
あ
た
り
11

人
が
発
起
人
と
な
り
、
農
事
組
合
法
人
を

設
立
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
法
人
に
向
け

た
活
動
を
行
い
「
東
上
野
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

東
上
野
は
、
耕
作
面
積
約
18
㌶
、
女
屋

組
合
長
以
下
39
人
で
組
織
さ
れ
、
認
定
農

業
者
と
な
り
、
今
後
は
法
人
と
し
て
経
営

を
行
い
ま
す
。

◀
参
加
者
全
員
が
賛
成

進
む 

法
人
化

農
事
組
合
法
人

 

「
東
上
野
」が
誕
生

☆
経
産
の
部

　

知
事
賞
・
名
誉
賞

　

乳
器
賞
に
須
藤
裕
一
さ
ん

☆
未
経
産
の
部

　

名
誉
賞
に
富
岡 
和
行
さ
ん

　

平
成
21
年
度
前
橋
市
乳
牛
共
進
会
が
、

10
月
２
日
に
富
士
見
町
の
県
畜
産
試
験
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。
出
品
頭
数
は
、
延
べ

55
頭
で
体
形
や
発
育
状
況
な
ど
を
競
い
ま

し
た
。

　

結
果
は
、
第
１
部
の
富
岡
和
行
さ
ん
が

未
経
産
の
部
で
名
誉
賞
を
、
ま
た
第
６
部

の
須
藤
裕
一
さ
ん
が
経
産
の
部
で
名
誉
賞

と
な
り
、
知
事
賞
と
乳
器
賞
も
須
藤
裕
一

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

◇
上
位
入
賞
者

☆
第
１
〜
５
部　

未
経
産
の
部

　

優
等　

富
岡　

和
行　

（
東
金
丸
町
）

　

優
等　

石
井　
　

一　

（
東
金
丸
町
）

　

優
等　

高
橋
ミ
ル
ク
フ
ァ
ー
ム
（
苗
ヶ
島
町
）

　

優
等　

勢
多
農
林
高
等
学
校

　

優
等　

砥
上　

雅
道　

（
荻
窪
町
）

　

１
等　

石
井　
　

一　

（
東
金
丸
町
）

　

１
等　

町
田　

一
美　

（
富
士
見
町
）

　

１
等　

鎌
塚　
　

勉　

（
粕
川
町
）

　

１
等　

青
木
多
加
雄　

（
嶺
町
）

　

１
等　

福
嶋　

良
光　

（
嶺
町
）

　

２
等　

都
丸　

寛
哲　

（
富
士
見
町
）

　

２
等　

角
田　

友
安　

（
小
坂
子
町
）

　

２
等　

北
爪　

善
雄　

（
鼻
毛
石
町
）

　

２
等　

富
田　

英
雅　

（
二
之
宮
町
）

☆
第
６
〜
９
部　

経
産
の
部

　

優
等　

須
藤　

裕
一　

（
泉
沢
町
）

　

優
等　

小
見　

拓
司　

（
嶺
町
）

　

優
等　

都
丸　
　

進　

（
富
士
見
町
）

　

優
等　

斉
藤　

秀
明　

（
今
井
町
）

　

１
等　

須
藤　
　

晃　

（
泉
沢
町
）

　

１
等　

鹿
沼　

利
彦　

（
荒
子
町
）

　

１
等　

砥
上　

雅
道　

（
荻
窪
町
）

　

１
等　

大
沢　

利
雄　

（
富
田
町
）

　

２
等　

富
岡　

和
行　

（
東
金
丸
町
）

　

２
等　

八
木
原
右
一　

（
小
坂
子
町
）

　

２
等　

斉
藤　

秀
明　

（
今
井
町
）

前
橋
市
乳
牛
共
進
会

前
橋
市
乳
牛
共
進
会

平
成
21
年
度

表
紙
紹
介
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Ｊ
Ａ
群
馬
中
央
会
と
社
団
法
人
家
の
光

協
会
は
、
９
月
16
日
、
前
橋
市
民
文
化
会

館
で
、
第
61
回
群
馬
県
家
の
光
大
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

同
大
会
で
は
「
さ
さ
え
あ
い　

学
び
あ

い　

暮
ら
し
を
守
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

か
か
げ
、
家
の
光
愛
読
者
や
女
性
部
の
メ

ン
バ
ー
な
ど
20
Ｊ
Ａ
か
ら
約
500
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

普
及
活
用
表
彰
で
は
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
が

特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
賞
は
今
年
か
ら
新
設
さ
れ
た
賞
で
、

受
賞
し
た
年
度
か
ら
３
年
間
表
彰
基
準
に

該
当
し
た
場
合
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
の
昨
年
の
普
及
実
績
で
は

「
家
の
光
」
購
読
は
１
２
６
６
２
部
と
県

内
１
位
、普
及
率
は
８
・
７
％
で
10
位
、「
地

上
」は
購
読
者
321
部
１
位
、「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」

2014
部
１
位
、「
家
の
光
図
書
」
52
部
７
位
で

し
た
。

　

大
会
で
は
、
各
Ｊ
Ａ
の
代
表
が
記
事
活

用
体
験
を
発
表
し
、
体
験
発
表
後
は
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
ロ
ス
・
ア
モ
ー

レ
ス
に
よ
る
演
奏
と
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
井
上

美
優
歌
謡
シ
ョ
ー
で
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

　

申
し
合
わ
せ
で
は
、「
Ｊ
Ａ
運
動
に
参

加
・
参
画
す
る
仲
間
づ
く
り
」・「
食
と
農

の
教
育
」
を
積
極
的
に
進
め
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
発
展
と
「
普
及

活
用
運
動
」
の
各
取
り
組
み
で
購
読
者
の

輪
を
広
げ
、
文
化
と
協
同
の
心
を
育
み
ま

す
、
等
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
「
家
の
光
」は
、大
正
15
年
に
創
刊
さ
れ
、

平
成
17
年
５
月
号
で
80
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　

同
事
業
部
は
、「
家
の
光
」
の
ほ
か
「
地

上
」「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」「
や
さ
い
畑
」「
家
の

光
図
書
」
を
通
じ
て
営
農
、
生
活
に
関
す

る
知
識
や
技
術
の
向
上
を
始
め
幅
広
い
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
前
橋
市 

特
別
賞
を
受
賞

群
馬
県
家
の
光
大
会

　

肉
質
の
向
上
で
経
営
の
力
を
つ
け
よ
う

と
、前
橋
市
豚
枝
肉
共
進
会
が
９
月
２
日
、

県
食
肉
卸
売
市
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

共
進
会
に
は
、
養
豚
農
家
が
育
て
た
66

頭
が
出
品
さ
れ
、
枝
肉
の
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

知
事
賞
に
輝
い
た
高
橋
秀
明
さ
ん
と
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
石
関
養
豚
さ
ん
の
豚
は
、

肉
の
締
ま
り
も
良
く
、股
の
張
り
が
あ
り
、

午
後
の
競
り
で
も
高
値
で
取
引
さ
れ
ま
し

た
。

　

上
位
入
賞
は
次
の
と
お
り
。

最
優
秀
賞
（
雌
）　

高
橋
秀
明　

荻
窪
町

最
優
秀
賞
（
去
勢
）
石
関
養
豚　

富
士
見
町

優
秀
賞
（
雌
）　
諸
星
フ
ァ
ー
ム
（
粕
川
町
）

優
秀
賞
（
雌
）　

加
藤
養
豚
（
滝
窪
町
）

優
秀
賞
（
去
勢
）
茂
木 

行
雄
（
泉
沢
町
）

優
秀
賞
（
去
勢
）
小
林
フ
ァ
ー
ム
（
上
泉
町
）

優
良
賞
（
雌
）　

高
橋 

洋
一
（
市
之
関
町
）

優
良
賞
（
雌
）　
小
林
フ
ァ
ー
ム
（
上
泉
町
）

優
良
賞
（
雌
）　

近
藤
ス
ワ
イ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
富
士
見
町
）

優
良
賞
（
雌
）　

茂
木 

正
己
（
関
根
町
）

優
良
賞
（
去
勢
）
黒
崎
伸
一
郎
（
三
夜
沢
町
）

優
良
賞
（
去
勢
）
金
井 

健
志
（
上
細
井
町
）

優
良
賞
（
去
勢
）
茂
木 

正
己
（
関
根
町
）

優
良
賞
（
去
勢
）
吉
沢 

治
男
（
荻
窪
町
）

平
成
21
年
度

前
橋
市
豚
枝
肉
共
進
会会

前
橋
市
豚
枝
肉
共
進
会

▲肉質等を講評する審査員
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群
馬
県
農
協
青
年
部
協
議
会
は
、
９
月

９
日
、
前
橋
市
の
産
業
人
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
21
年
度
Ｊ
Ａ
群
馬
青
協
球
技
大
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
青
年
部
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
と
野
球
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

野
球
は
、
１
回
戦
、
利
根
沼
田
Ｂ
チ
ー

ム
と
対
戦
し
、
接
戦
の
末
６
―
５
と
勝
利

し
、
続
く
決
勝
戦
で
は
利
根
沼
田
Ａ
チ
ー

ム
と
対
戦
し
、
７
回
ま
で
０
対
０
の
同
点

の
ま
ま
無
死
満
塁
か
ら
の
特
別
ル
ー
ル
で

争
い
、
３
対
２
と
惜
し
く
も
涙
を
の
み
、

準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
１
回
戦
あ
が
つ
ま

チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
逆
転
に
次
ぐ
逆
転
と

初
回
か
ら
点
の
取
り
合
い
と
な
る
好
ゲ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
回
戦
は
、
打
撃
戦
を
制
し
た
前
橋
青

年
部
が
13
対
11
で
勝
利
し
、
続
く
２
回
戦

も
打
撃
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
利
根
沼
田

Ａ
チ
ー
ム
に
10
対
８
で
惜
し
く
も
涙
を
の

み
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
「
ゆ
う
あ
い
館
」
で
は
、

９
月
20
日
〜
23
日
ま
で
の
４
日
間
、
お
彼

岸
セ
ー
ル
を
開
き
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
が

来
店
し
ま
し
た
。

　

お
彼
岸
セ
ー
ル
も
お
盆
セ
ー
ル
同
様
に

花
の
特
設
テ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
、
花
を
求

め
前
橋
管
内
外
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
お
客

さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ー
ル
は
、
お
彼
岸
前
か
ら
大
勢
の

お
客
さ
ん
が
来
店
し
、
セ
ー
ル
中
は
約
9500

人
が
来
店
し
、
４
日
間
で
約
1300
万
円
の
売

り
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

▲準優勝した野球チームのメンバーたち

▲１回戦、あがつまチームと対戦するソフトボールメンバー

▲得点を上げる前橋チーム

▲花を求めて大勢の方が来店

▲15イニングを投げきった中島正晴さん

賑
わ
う
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全
農
群
馬
県
本
部
は
、
９
月
９
日
、
同

本
部
上
毛
大
橋
給
油
所
で
第
32
回
Ｊ
Ａ
―

Ｓ
Ｓ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
テ

ス
ト
群
馬
県
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

審
査
基
準
は
、
９
分
以
内
で
第
一
印

象
・
自
然
な
笑
顔
・
機
敏
な
作
業
・
商
品

知
識
等
を
争
う
競
技
で
す
。

　

今
回
は
参
加
者
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、
言

葉
の
詰
ま
り
・
声
が
良
く
出
て
い
る
か
・

言
葉
通
り
に
体
が
作
動
し
て
い
る
か
で
優

劣
が
付
け
ら
れ
、
大
差
は
な
か
っ
た
と
審

査
員
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
県
内
の
Ｊ
Ａ
―
Ｓ
Ｓ
か
ら

18
人
が
参
加
、
Ｊ
Ａ
前
橋
管
内
か
ら
３
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
荒
砥
Ｓ
Ｓ
の
横

堀
慎
一
郎
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　

上
川
渕
Ｓ
Ｓ
の
福
田
文
彦
さ
ん
と
南
部

Ｓ
Ｓ
の
後
閑
弘
二
さ
ん
は
、
惜
し
く
も
入

賞
を
逃
し
ま
し
た
。

　

横
堀
さ
ん
は
、
競
技
が
始
ま
る
直
前
ま

で
何
回
も
練
習
を
重
ね
、
８
分
39
秒
と
好

タ
イ
ム
で
競
技
を
終
え
ま
し
た
。

　

審
査
講
評
で
、「
基
本
動
作
や
話
法
は
全

員
が
大
差
が
な
く
、
差
が
つ
い
た
の
が
、

元
気
が
あ
り
、
笑
顔
で
対
応
し
た
こ
と
」

と
全
農
ぐ
ん
ま
の
萩
原
課
長
は
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
閉
会
式
で
は
、
Ｄ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
の
成

績
優
秀
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
21
年
度
春
の
オ
イ
ル
・
洗

車
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
と
タ
イ
ヤ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

マ
ッ
チ
レ
ー
ス
表
彰
式
結
果

◆
オ
イ
ル
マ
ッ
チ
レ
ー
ス

　

優
良
賞
（
荒
砥
Ｓ
Ｓ
）

　

努
力
賞
（
南
部
Ｓ
Ｓ
）（
粕
川
Ｓ
Ｓ
）

◆
洗
車
マ
ッ
チ
レ
ー
ス

　

努
力
賞
（
上
川
渕
Ｓ
Ｓ
）（
南
部
Ｓ
Ｓ
）

　
　
　
　

（
富
士
見
Ｓ
Ｓ
）（
粕
川
Ｓ
Ｓ
）

◆
タ
イ
ヤ
マ
ッ
チ
レ
ー
ス

　

努
力
賞
（
南
部
Ｓ
Ｓ
）

　

ヨ
コ
ハ
マ
賞
（
メ
ー
カ
ー
賞
）

　

優
秀
賞
（
宮
城
整
備
工
場
）

▲ＪＡ前橋管内から３人が参加しました

▲最優秀賞に輝いた
　横堀慎一郎さん

荒
砥
Ｓ
Ｓ
の
横
堀
慎
一
郎
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

第
32
回 

Ｊ
Ａ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
元
総
社
支
所
女
性
部
は
、

９
月
２
日
、
同
支
所
で
体
操
講
習
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
安
中
市
松
井
田
町
の
中
島
視

恵
先
生
と
清
水
利
江
子
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
を
お
招
き
し
、
13
人
の
部
員
が
真
向
法

に
よ
る
体
操
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

真
向
法
は
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
ウ
オ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
と
し
て
広
く
取
り
入
ら
れ
て

い
る
体
操
で
、
第
１
〜
第
４
の
４
つ
の
体

操
を
行
う
こ
と
で
股
関
節
を
柔
軟
に
し
、

血
行
も
よ
く
な
り
、
き
れ
い
な
血
液
が
身

体
の
す
み
ず
み
に
行
き
渡
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
免
疫
力
が
高
ま
り
老
化
防
止
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
、２
人
１
組
に
な
り
、首
、肩
、

背
中
、
足
首
に
あ
る
「
つ
ぼ
」
を
指
圧
や

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
、「
つ
ぼ
」
に
当
た
る

と
「
痛
い
」
と
叫
ん
で
い
ま
し
た
。

　

中
島
視
恵
先
生
は
、
25
年
以
上
の
ベ
テ

ラ
ン
で
、
現
在
は
真
向
法
５
段
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
「
こ
の
体
操
は
、
タ
オ
ル
１
枚
あ
れ
ば

出
来
ま
す
の
で
、
今
日
覚
え
た
体
操
（
真

向
法
）
を
、
こ
ん
ど
は
旦
那
さ
ん
と
一
緒

に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
中
島
さ
ん
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
前
橋
市
元
総
社
支
所
女
性
部

股
関
節
を
柔
ら
か
く
し
て

免
疫
力
が
ア
ッ
プ

真
向
法
体
操
で
元
気
に

ま
っ
こ
う
ほ
う
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Ｊ
Ａ
前
橋
市
粕
川
支
所
女
性
部
は
、
７

月
24
日
、
粕
川
支
所
多
目
的
研
修
施
設
調

理
室
で
国
産
米
粉
ミ
ッ
ク
ス
を
使
っ
て
ピ

ザ
、
焼
き
り
ん
ご
ケ
ー
キ
、
ピ
ロ
シ
キ
を

作
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
17
人
で
、
ピ
ザ
と
り
ん
ご
ケ

ー
キ
は
発
酵
し
な
く
て
も
よ
く
、
フ
ラ
イ

パ
ン
で
簡
単
に
作
れ
る
の
で
、
部
員
も
大

変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

粕
川
支
所
女
性
部

をををををををを
ス
をを
ス
を
ス
を
ス

粉
ミ
ッ
ク
ス
ク
ッ
ク
ス

ッ
クク
ッ
ク
ス

ッ
ク

粉
ミミ
ッ
ミ
ッ

粉
ミ
ッ
ミ
ッ
ミ
ッ

ス

米
粉
米米
粉
米
粉
米
粉
米米米米米米米米
産産
国
産
国
産
国国国国国国国国国
産産産産産産産産
国
産産産
国
産産
米米米米米米
粉
米米
粉粉粉粉粉粉粉
ミミミミミミミ
ッッッッッッッッ
ククククククク
ススススススス
をををををををををを

習習習習習習習習
講
習
講講講
理
講
理理理理
料
理
料料
理
料料
理
料料料料
た
料料料料
た
料
たた
料
た

使
っ
た
っ
た
っ
た

使
っ
使
っっ
た
っ
使使使使使使使使使
っっっっっっっ
たたたた
料
理
料料料料
理理理理
講講講講講講
習習
講
習習
講
習習

国
産
米
粉
ミ
ッ
ク
ス
を

使
っ
た
料
理
講
習

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
管
内
で
は
、
10
月
２
日
〜

９
日
ま
で
、
今
年
の
飼
育
を
締
め
く
く
る

晩
秋
蚕
の
出
荷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

荒
砥
支
所
管
内
で
は
、
６
日
、
荒
子
町

繭
集
出
荷
所
で
、
14
戸
の
養
蚕
農
家
が
育

て
た
蚕
（
錦
秋
×
鐘
和
）
が
集
繭
さ
れ
ま

し
た
。

　

晩
秋
蚕
期
は
、
天
候
が
あ
ま
り
良
く
無

か
っ
た
の
で
減
収
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

作
柄
が
良
か
っ
た
の
で
、
去
年
と
変
わ
ら

な
い
集
繭
量
と
な
り
、「
来
年
へ
の
意
欲
に

つ
な
が
る
出
来
栄
え
だ
っ
た
」
と
生
産
者

は
話
し
、
苦
労
が
報
わ
れ
た
結
果
に
笑
顔

の
出
荷
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
橋
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

と
中
部
農
業
事
務
所
普
及
指
導
課
で
は
、

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
の
一
環
と
し
て
農

業
基
礎
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
は
平
成
19
年
〜
21
年
度
に
就
農
し

た
新
規
就
農
者
を
対
象
に
、
土
づ
く
り
な

ど
の
農
業
の
基
礎
や
農
薬
の
適
正
使
用
な

ど
、
守
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
4
回
の

講
座
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　

第
２
回
は
９
月
24
日
に
13
名
が
参
加
し

土
壌
肥
料
の
基
礎
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
今
後
の
経
営
の
参
考
に

な
っ
た
」「
講
座
数
を
増
や
し
て
欲
し
い
」

な
ど
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

新
規
就
農
者
の
た
め
の

農
業
基
礎
講
座
を
開
催

新
規
就
農
者
の
た
め
の

農
業
基
礎
講
座
を
開
催
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Ｊ
Ａ
前
橋
市
、
南
橘
支
所
管
内
の
上
細

井
町
で
、
露
地
野
菜
を
経
営
の
主
体
に
置

き
、
１
年
を
通
じ
て
農
地
の
有
効
利
用
栽

培
を
し
て
い
る
の
は
、
萩
原
美
夫
さ
ん

（
58
歳
）
富
子
さ
ん
（
58
歳
）
夫
妻
で
す
。

　

萩
原
さ
ん
宅
の
農
業
は
最
初
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
富
子
さ
ん
の
３
人
で
の

農
業
（
三
ち
ゃ
ん
農
業
）
を
し
て
い
ま
し

た
が
、お
父
さ
ん
が
股
関
節
を
悪
化
さ
せ
、

農
業
を
続
け
る
に
は
、
お
母
さ
ん
の
負
担

が
重
く
な
る
の
で
、
美
夫
さ
ん
は
今
ま
で

勤
め
て
い
た
会
社
（
日
本
精
工
）
を
50
歳

の
時
に
退
職
し
、
富
子
さ
ん
と
２
人
が
中

心
に
な
り
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

就
農
当
時
は
、
何
の
知
識
も
な
か
っ
た

の
で
、
管
内
各
地
区
で
開
か
れ
て
い
る
農

業
の
基
礎
講
習
会
へ
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
た
と
萩
原
さ
ん
夫
妻
は
話
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
社
勤
め
の
経
験
を
生
か
し
た

自
分
な
り
の
農
業
に
取
り
組
み
、
午
後
５

時
に
な
っ
た
ら
仕
事
は
終
わ
る
な
ど
労
動

力
の
軽
減
に
も
係
わ
ら
ず
、
今
ま
で
ど
お

り
の
収
穫
量
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
努
力

し
ま
し
た
。

　

農
業
は
、
天
気
次
第
で
収
穫
量
が
変
わ

る
の
で
、
毎
年
管
理
が
違
う
の
で
大
変
で

す
と
萩
原
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
南
橘
支
所
蔬
菜

部
の
副
会
長
に
就
任
し
、
100
㌃
の
畑
に
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
玉
葱
、
枝

豆
、
オ
ク
ラ
他
の
野
菜
を
作
付
け
し
て
い

ま
す
。

前
橋
市
上
細
井
町  

萩
原
美
夫
さ
ん
・
富
子
さ
ん
夫
妻

会
社
勤
め
の
経
験
を
活
か
し
た
農
業
の
取
り
組
み

夏
野
菜
を
取
り
入
れ
て
現
在
の
周
年
栽
培
に

　

前
橋
市
粕
川
町
で
は
、
昭
和
62
年
（
1987

年
）
よ
り
、
各
地
区
の
水
田
を
水
系
別
の

３
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
切
り
、
３
年
に
１
度
の

大
豆
集
団
転
作
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

平
成
18
年
に
集
落
営
農
組
合
と
し
て
確

立
さ
れ
た
「
粕
川
町
田
面
機
械
化
営
農
組

合
」
は
、
８
月
28
日
、
29
日
の
両
日
に
渡

り
、
乗
用
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
イ
ァ
ー
を
活
用

し
、
13
㌶
の
第
２
回
目
防
除
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

以
前
は
防
除
を
４
回
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
農
家
の
高
齢
化
や
防
除
機
、
薬
剤

の
進
歩
に
よ
り
、
作
業
労
働
力
の
省
力
化

を
図
り
、
現
在
で
は
栽
培
期
間
中
に
２
回

の
防
除
と
な
り
、
今
回
が
最
後
の
防
除
作

業
と
な
り
ま
す
。

　

牛
房
金
太
郎
組
合
長
は
、「
今
後
も
大
豆

の
集
団
転
作
の
実
施
と
、
栽
培
管
理
の
徹

底
に
よ
り
収
量
ア
ッ
プ
と
品
質
向
上
に
取

り
組
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
は
11
月
上
旬
を
予
定
し
、
そ
の
後

大
豆
選
別
作
業
に
よ
り
調
整
を
行
い
、
年

内
の
検
査
、
出
荷
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▲大型乗用ブームスプレイを使い、防除作業をする
田面機械化営農組合の組合員

粕
川
町
田
面
機
械
化
営
農
組
合

３
年
お
き
の
ブ
ロ
ッ
ク

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

大
豆
集
団
転
作

大
豆
集
団
転
作
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前
橋
市
総
社
町
総
社
、山
王
地
区
で
は
、

９
月
13
日
、
山
王
自
治
会
と
同
町
山
王
歴

史
文
化
研
究
会
が
中
心
と
な
り
、
町
内
か

ら
出
品
さ
れ
た
案
山
子
を
田
ん
ぼ
に
展
示

し
「
案
山
子
祭
り
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
祭
り
で
は
、
案
山
子
の
コ
ン
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
て
お
り
、
10
月
10
日
ま
で
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
来
場
者
の
方
に
、
気
に
入
っ

た
案
山
子
に
１
票
を
投
票
し
て
貰
い
ま
す
。

　

案
山
子
祭
り
は
、
今
年
で
５
年
目
と
な

り
、
そ
の
年
に
流
行
し
た
映
画
・
ド
ラ

マ
・
ア
ニ
メ
の
主
人
公
な
ど
を
題
材
と
し

　

前
橋
市
小
島
田
町
集
落
営
農
組
合
の
休

耕
田
700
㌃
に
植
え
ら
れ
た
「
ひ
ま
わ
り
50

万
本
」
が
満
開
と
な
り
、
秋
空
の
も
と
訪

れ
た
家
族
連
れ
や
写
真
愛
好
家
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

ヒ
マ
ワ
リ
畑
は
、
前
橋
市
小
島
田
町
の

国
道
50
号
線
小
島
田
交
差
点
近
く
の
畑
で
、

ヒ
マ
ワ
リ
を
見
に
訪
れ
た
家
族
は
、「
今
年

は
、
ヒ
マ
ワ
リ
が
一
斉
に
咲
き
、
艶
や
か

な
黄
色
を
し
て
い
る
」
と
話
し
、
花
の
前

で
写
真
を
撮
っ
た
り
、
花
を
摘
ん
だ
り
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
品
種
は
、
Ｋ
Ｓ
ヒ
マ
ワ
リ
で
、

昨
年
の
品
種
と
比
べ
葉
が
や
や
小
振
り
で

す
が
、
草
丈
、
開
花
時
期
、
花
の
大
き
さ

は
昨
年
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ヒ
マ
ワ
リ
が
満
開
と
な
っ
た
９
月
６
日

は
、
町
内
の
組
合
員
、
自
治
会
、
お
年
寄

り
等
約
50
人
を
招
き
、
集
団
転
作
し
た
景

観
作
物
（
ヒ
マ
ワ
リ
）
の
花
見
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

下
田
裕
亮
組
合
長
は
、「
今
年
は
天
候
は

不
順
で
し
た
が
、
花
も
満
開
と
な
り
、
す

ば
ら
し
い
花
見
会
に
な
り
ま
し
た
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、
平
成
18
年
２
月
に
集
落
内

た
案
山
子
22
作
品
が
飾
ら
れ
、
大
人
か
ら

子
供
ま
で
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
群
馬
大
学
教
育
学
部
の
家
政

科
の
生
徒
さ
ん
が
、
２
作
品
の
案
山
子
を

作
り
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

案
山
子
の
端
に
は
、
約
300
枚
の
投
票
用

紙
と
投
票
箱
が
設
置
さ
れ
、
山
王
区
民
や

一
般
の
見
学
者
も
投
票
で
き
ま
す
。

　

案
山
子
を
見
学
に
来
た
近
所
の
方
は

「
今
年
も
立
派
な
案
山
子
が
、
数
多
く
出

品
さ
れ
た
」「
こ
の
作
品
は
、
ド
ラ
マ
の

主
人
公
に
よ
く
似
て
い
る
」
と
話
し
、
１

票
を
投
じ
て
い
ま
し
た
。

　

す
で
に
投
票
箱
に
、
た
く
さ
ん
の
投
票

用
紙
が
入
っ
て
い
て
、
自
治
会
で
は
、
平

成
22
年
１
月
１
日
に
表
彰
式
を
山
王
公
民

館
に
お
い
て
行
う
予
定
で
す
。

（
組
合
員
以
外
で
あ
っ
た
農
家
全
て
）
の

生
産
者
（
33
戸
）
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

県
内
初
の
集
落
営
農
組
合
と
し
て
設
立
さ

れ
、
総
面
積
は
2762
㌃
で
、
夏
期
は
水
稲
の

ほ
か
生
産
調
整
達
成
の
た
め
農
地
が
管
理

し
や
す
い
景
観
作
物
の
ヒ
マ
ワ
リ
を
導
入

し
、
圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）
の
地
力
増
進
に

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

冬
期
は
、
集
積
し
た
す
べ
て
の
圃
場
で

小
麦
・
大
麦
を
組
み
合
わ
せ
た
麦
の
栽
培

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲案山子を見る近所の人たち

▲今回２作品を出品した群馬大学教育学部の
家政科の生徒さん

◀
満
開
の
ひ
ま
わ
り
を
見
学
に
訪
れ
た

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
孫
さ
ん
家
族
で
す

「
案
山
子
祭
り
」盛
大
に

総
社
町
総
社  

山
王
地
区

今
年
も
工
夫
を
こ
ら
し
た

案
山
子
が
い
っ
ぱ
い

小
島
田
町
集
落
営
農
組
合
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Ｊ
Ａ
前
橋
市
南
橘
支
所
営
農
経
済
課
は
、

９
月
８
日
〜
10
日
ま
で
の
３
日
間
、
鎌
倉

中
学
校
２
年
生
の
生
徒
５
人
を
職
場
体
験

と
し
て
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

同
課
で
は
、
子
供
た
ち
に
集
出
荷
所
で

の
一
連
の
作
業
（
野
菜
の
移
動
や
荷
受
け
、

出
荷
野
菜
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
テ
ー
プ

で
止
め
た
り
）
と
購
買
店
舗
に
て
、
お
客

さ
ん
に
肥
料
、
農
薬
の
販
売
な
ど
の
体
験

を
し
て
貰
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
の
玉
村
聡
美
さ
ん
は
、

「
農
業
や
Ｊ
Ａ
の
仕
事
は
分
か
り
ま
せ
ん

　

前
橋
市
朝
倉
町
の
大
島
賢
二
さ
ん
（
61

歳
）
の
畑
で
は
「
ヘ
ビ
き
ゅ
う
り
」
が
大

き
く
成
長
し
、
小
学
生
や
畑
を
通
る
人
た

ち
の
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
約
100
本
の
ヘ
ビ
き
ゅ
う
り
が

成
長
し
、
大
き
い
も
の
で
２
㍍
以
上
に
達

し
て
い
ま
す
。

　

大
島
さ
ん
は
、
へ
ビ
き
ゅ
う
り
を
増
や

し
た
い
と
、
昨
年
実
っ
た
ヘ
ビ
き
ゅ
う
り

か
ら
種
を
と
り
、
今
年
の
５
月
３
日
に
種

を
撒
き
、
１
週
間
ほ
ど
で
芽
が
出
て
、
５

月
30
日
に
24
本
の
苗
を
道
路
の
脇
の
畑
に

定
植
し
ま
し
た
。

が
、
親
戚
の
家
で
野
菜
の
収
穫
を
手
伝
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
宍
戸
彩
乃
さ
ん
と
森
田
幸
宏
君

は
、「
野
菜
に
、
Ａ
品
・
Ｂ
品
の
規
格
が
あ

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」「
野
菜
は
八
百

屋
さ
ん
が
段
ボ
ー
ル
に
入
れ
る
の
で
は
な

く
、
農
家
の
人
が
入
れ
て
出
荷
し
て
い
た

と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
な
ど
、
３
人
は
貴

重
な
体
験
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
体
験
学
習
は
、
生
徒
が
体
験
に
よ
っ

て
仕
事
へ
の
関
心
や
自
分
の
意
志
と
責
任

を
持
つ
こ
と
で
、
将
来
の
道
が
開
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
中
学
校
で
は
、
２
年
生
139
人
が
３
日

間
で
46
の
事
業
所
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

７
月
下
旬
頃
か
ら
「
カ
ラ
ス
ウ
リ
」
に

似
た
白
色
の
花
を
咲
か
せ
、
果
実
が
生
長

し
、
１
カ
月
ほ
ど
で
50
㌢
〜
２
㍍
以
上
に

生
長
し
、
同
町
の
写
真
愛
好
家
や
通
行
人

の
話
題
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ビ
き
ゅ
う
り
は
、
曲
が
り
く
ね
っ
た

奇
妙
な
形
で
、
淡
い
緑
色
の
縞
模
様
（
し

ま
も
よ
う
）
が
あ
り
、一
瞬
、ま
さ
に
「
ヘ

ビ
」
を
想
像
し
ギ
ョ
っ
と
さ
せ
ま
す
。

　

原
産
地
は
イ
ン
ド
で
、
ウ
リ
科
カ
ラ
ス

ウ
リ
属
の
一
年
草
で
、
わ
が
国
へ
は
明
治

の
終
わ
り
頃
に
渡
来
し
、
棚
作
り
な
ど
を

し
て
鑑
賞
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
で
は
「
ヘ
チ
マ
」
と
同
じ
よ
う

に
、
若
い
果
実
を
膾
（
な
ま
す
）
に
し
た

り
ス
ー
プ
や
カ
レ
ー
に
入
れ
て
食
べ
る
そ

う
で
す
。

▲オクラの品物を確認したり、テープで箱を止めたり
する生徒たち

▲組合員の乗用車に肥料を積み込む生徒たち

▲ヘビきゅうりが大きく成長
　自分の身長で、長さを見る大島さん

南
橘
支
所

生
徒
が
野
菜
の
移
動

荷
受
け
を
体
験

前
橋
市
朝
倉
町 

大
島
賢
二
さ
ん

ヘ
ビ
き
ゅ
う
り
が

２
㍍
以
上
と
大
き
く
成
長

近
所
の
話
題
に

ヘ
ビ
き
ゅ
う
り
が

２
㍍
以
上
と
大
き
く
成
長

近
所
の
話
題
に
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前
橋
市
宮
城
地
区
、
粟
の
献
穀
実
行
委

員
会
は
、
９
月
28
日
、
同
市
之
関
町
の
小

池
克
充
さ
ん
が
斎
耕
さ
れ
て
い
る
献
穀
粟

（
け
ん
こ
く
あ
わ
）
の
収
穫
を
行
い
ま
し

た
。

　

献
穀
粟
は
、
宮
中
行
事
の
新
嘗
祭
に
供

え
る
粟
を
宮
城
地
区
の
有
志
が
毎
年
斎
耕

　

前
橋
市
文
化
協
会
富
士
見
支
部
は
、
９

月
19
日
、
富
士
見
公
民
館
講
堂
で
21
年
度

文
化
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
講
演
会
は
、
テ
レ
ビ
の
司
会
や
ト
ー

ク
番
組
で
活
躍
中
の
漫
才
師
の
春
日
三
球

さ
ん
を
お
招
き
し
、「
笑
い
と
健
康
」
と
題

し
て
講
演
し
て
貰
い
ま
し
た
。

　

春
日
さ
ん
は
春
日
三
球
・
照
代
の
夫
婦

漫
才
「
地
下
鉄
の
電
車
っ
て
ど
こ
か
ら
入

れ
る
ん
で
す
か
ね
〜
そ
ん
な
こ
と
考
え
る

と
夜
眠
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
…
」
で
有
名

で
す
。

　

当
日
は
約
150
人
の
方
が
訪
れ
、
地
下
鉄

の
話
に
な
る
と
、
会
場
か
ら
拍
手
が
沸
い

て
い
ま
し
た
。

　

大
室
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｅ
の
里
協
議
会
は
、
８
月

22
日
、「
触
れ
て
、
感
じ
て
農
業
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
を
大
室
地
区
農
地
及
び
大
室
公
園

で
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、大
室
の
自
然
を
五
感
で
感
じ
、

農
業
の
面
白
さ
を
知
っ
て
貰
お
う
と
、
大

室
古
墳
め
ぐ
り
や
民
家
園
で
火
興
し
体
験
、

ま
た
、近
所
の
農
家
で
キ
ュ
ウ
リ
、ナ
ス
の

収
穫
体
験
と
古
代
米
の
試
食
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
４
家
族
で
し
た
が
、
子
供
た

ち
は
、
収
穫
し
た
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
を
自

分
た
ち
で
調
理
し
、「
ナ
ス
が
入
っ
た
み
そ

汁
・
キ
ュ
ウ
リ
の
漬
物
・
古
代
米
の
お
む

す
び
は
美
味
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

し
て
い
ま
す
。

　

同
行
事
は
、
戦
後
の
皇
居
の
清
掃
奉
仕

か
ら
献
穀
が
行
わ
れ
よ
う
に
な
り
、
昭
和

25
年
よ
り
続
け
ら
れ
、
今
年
で
60
年
目
を

迎
え
ま
す
。

　

群
馬
県
の
献
穀
は
、
当
初
宮
城
地
区
で

米
と
粟
を
献
納
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
粟
を
献
納
し
て
い
ま
す
。

　

粟
の
斎
耕
で
は
、
実
行
委
員
会
役
員
を

中
心
に
、
５
月
26
日
に
播
種
し
、
防
風
ネ

ッ
ト
や
防
雀
網
の
取
り
付
け
作
業
が
行
わ

れ
る
な
ど
粟
が
大
事
に
育
て
ら
れ
収
穫
日

を
迎
え
ま
し
た
。

　

収
穫
は
、
実
行
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
良
く
実
っ

た
粟
の
穂
を
挟
（
ハ
サ
ミ
）
で

１
本
ず
つ
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　

刈
り
取
ら
れ
た
穂
は
、
約
１

週
間
ハ
ウ
ス
内
で
自
然
乾
燥
を

行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
10
月
７
日
に
脱
穀
が

行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
宮
城
支

所
営
農
経
済
課
の
職
員
が
一
粒

選
定
を
行
い
不
純
物
の
選
別
を

し
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
20
日
に
は
、
同

支
所
で
修
祓
式
が
行
わ
れ
、
10

月
28
日
に
は
、
群
馬
県
の
代
表

と
し
て
、
皇
居
に
献
上
さ
れ
新

嘗
祭
に
供
さ
れ
ま
す
。

▲自然乾燥するため、粟の穂を丁寧に並べる実行委員会のメンバー

▲笑いで、会場を盛り上げた春日三球さん

▲古代米でおむすびを作る子供たち

献
穀
粟
の
収
穫

宮
中
行
事
の
新
嘗
祭
へ
供
え
る

「
笑
い
と
健
康
」

「
笑
い
と
健
康
」
春
日
三
球

前
橋
市
文
化
協
会
富
士
見
支
部

農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

in
大
室
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｅ
の
里

触れ
て
感じて
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VOL.64

◆
う
の
花
煮
し
め

材　
　

料

　

お
か
ら　
　

650
㌘　
　

人
参　
　

300
㌘

　

ね
ぎ　
　

400
㌘　
　

し
い
た
け　
　

300
㌘

　

油　
　

120
㌘　
　

砂
糖　
　

180
㌘

　

し
ょ
う
油
・
み
り
ん　
　

各
50
㌘

　

塩　
　

15
㌘　
　

だ
し　
　

少
々

作　

り　

方

①
人
参
は
、
い
ち
ょ
う
切
り
で
う
す
く
切
り

ま
す
。
こ
れ
を
先
に
茹
で
ま
す
。

②
ね
ぎ
は
、
小
口
切
り
で
切
り
ま
す
。

③
油
を
熱
し
た
中
に
人
参
を
い
た
め
、
こ
の

時
よ
く
い
た
め
ま
す
。

④
次
に
ね
ぎ
を
入
れ
て
よ
く
炒
め
ま
す
。
い

た
め
る
時
は
、
中
火
で
ゆ
っ
く
り
と
時
間

を
か
け
て
い
た
め
ま
す
。

⑤
そ
の
次
に
調
味
料
を
入
れ
、
だ
し
を
入
れ
、

味
を
調
え
た
中
に
お
か
ら
を
入
れ
、
よ
く

い
た
め
て
出
来
上
が
り
で
す
。

（
下
佐
鳥
町　

石
田
千
鶴
子
さ
ん
）

◆
甘
酢
漬
け

材　
　

料

　

き
ゅ
う
り　
　

500
㌘

　

大
根　
　

½  

　

人
参　
　

⅓  

　

し
ょ
う
が　
　

１
本

　

ら
っ
き
ょ
う
の
甘
酢
漬
け

　

み
り
ん　
　

½  
カ
ッ
プ

作　

り　

方

① 

材
料
は
ボ
ウ
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
適
当
に
切
り
、

市
販
の
甘
酢
漬
け
、
み
り
ん
、
し
ょ
う
が

を
入
れ
、
ひ
と
煮
立
て
し
て
野
菜
に
か
け
、

重
し
を
し
て
出
来
上
が
り
で
す
。

（
富
士
見
町　

樺
澤
登
美
子
さ
ん
）

飯
土
井
町　

石
綿
昌
枝
さ
ん

◇
ク
リ
の
保
存
法

　

秋
の
味
覚
ク
リ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
保
存
法

が
あ
り
ま
す
。

　

生
の
ま
ま
な
ら
、
箱
に
砂
か
お
が
く
ず
を

入
れ
て
、
そ
の
中
に
埋
め
れ
ば
十
分
。

　

じ
ょ
う
ろ
な
ど
で
時
々
少
量
の
水
を
与
え

ま
す
。

　

※
ぬ
ら
し
す
ぎ
る
と
、
か
え
っ
て
腐
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

◇
油
の
コ
シ
が

な
く
な
っ
た
ら
梅
干
し

　

揚
げ
物
が
、
カ
ラ
ッ
と
揚
が
ら
な
く
な
っ

た
ら
、
油
が
疲
れ
て
い
る
証
拠
で
す
。
そ
ん

な
時
に
は
梅
干
し
を
１
〜
２
個
、
油
の
中
に

入
れ
る
と
効
果
的
で
す
。

泉
沢
町　

吉
田
タ
ケ
ノ
さ
ん

◇
と
ろ
芋
の
後
に
大
根
を

　

と
ろ
芋
を
す
り
お
ろ
し
た
器
は
、
洗
う
の

に
ぬ
る
ぬ
る
し
た
「
か
す
」
が
離
れ
に
く
く
、

掃
除
し
に
く
い
も
の
で
す
。

　

と
ろ
芋
の
あ
と
に
大
根
を
２
、
３
回
す
り

お
ろ
し
ま
す
と
、
洗
う
の
が
大
変
楽
に
な
り

ま
す
。

　

人
参
な
ど
も
少
し
混
ぜ
る
と
、
色
ど
り
も

き
れ
い
に
美
味
し
そ
う
に
な
り
ま
す
。

今
井
町　

斉
藤
な
か
さ
ん

◇
ス
テ
ン
レ
ス
み
が
き
は牛

乳
で

　

ガ
ス
レ
ン
ジ
や
流
し
台
な
ど
、
ス
テ
ン
レ

ス
の
ち
ょ
っ
と
し
た
汚
れ
に
は
、
ほ
ん
の
数

滴
の
牛
乳
を
落
と
し
、
ぼ
ろ
き
れ
で
拭
く
だ

け
で
綺
麗
に
な
り
、
つ
や
も
出
ま
す
。

　

残
っ
た
牛
乳
を
利
用
し
て
、
お
試
し
く
だ

さ
い
。

※
昔
の
知
恵
は
、
今
で
も
使
え
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。
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平成21年度 ＪＡ前橋市
ＪＡ共済契約者の集い

細川たかしショー
平成22年２月16日　ベイシア文化ホール

(群馬県民会館 )

イネ刈り跡の雑草防除に

使 用 量　10ａ当たり／20～25㎏
　　　　　全面土壌散布（雑草の多い場所のスポット処理が経済的・省力的です）
使用時期　水稲刈り後　 　秋期雑草生育期（散布後１カ月以上は、そのまま放置）
特　　長　即効性で根まで枯らし、散布後２～３カ月後で種まきや定植が出来ます。

　　　　　（注意）麦を作付けする場合は使用できません。

所のスポ ト処理が経済的 省力的です）ポ が

デゾレートAZ粒剤
（５㎏袋）

　

今
年
度
、
Ｊ
Ａ
共
済
に
契
約
を
い
た
だ

い
た
契
約
者
様
で
保
障
額
が
規
定
に
達
し

て
い
る
方
を
対
象
に
、
来
年
２
月
16
日
に

ベ
イ
シ
ア
文
化
ホ
ー
ル
（
県
民
会
館
）
で

開
か
れ
る
Ｊ
Ａ
共
済
契
約
者
の
集
い
「
細

川
た
か
し
シ
ョ
ー
」へ
ご
招
待
致
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
、「
す
べ
て
の
保
障
は
Ｊ
Ａ
共

済
で
」
を
目
標
に
、
ひ
と
・
い
え
・
く
る

ま
な
ど
、
地
域
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
職
員
が
目
標
に

向
か
っ
て
活
動
中
で
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭

で
も
、
も
う
一
度
家
族
の
保
障
を
再
点
検

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。詳
し
く
は
、

各
支
所
の
Ｊ
Ａ
共
済
窓
口
に
お
立
ち
寄
り

頂
く
か
、
J
Ａ
職
員
が
皆
様
の
家
庭
に
訪

問
し
た
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

無処理区

デゾレート

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

水稲刈跡散布実施例
収穫 収穫雑草生育期 田植え

散布後年内はすき込まない。

耕起・代かきが楽

水稲に薬害なし

（５㎏　1932円）
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平成21年産経費目標 単位：円／50・60㎏（税込）
項　　目 内　　容 金　　額

流通保管に係わる経費

保管料・入出庫料等 189
運賃 44
概算金金利等 20
集約保管等経費 28

集荷・販売等に係る経費 111
全農手数料 119
その他 麦産地協議会経費・監査委員会費用他 21
合　計 532

※上記経費には、ＪＡ経費（手数料、検査手数料）は含んでおりません。
※上記経費は全農より提示されたものですが、需給環境の変化等により本精算時に変更になる場合があります。

平成21年産民間流通麦県域共同計算にかかる
経費目標額をお知らせ致します

野菜育苗センター　TEL　027(263）2299　　　　　　　　　FAX　027(263）2386※苗の予約注文はお早めに!!
注文書の提出は、各支所にお願い致します。

月
旬品目・作型・品種

年内取り
1～2月取り
2～3月取り

秋冬取り

10～11月
取り

12～1月
取り

1～2月
取り

夏秋取り

秋冬取り

ハ
ク
サ
イ

キ
ャ
ベ
ツ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

ネ 

ギ

黄望峰65
黄望峰80

黄望峰90　勝黄
いろどり
金糸201
冬くぐり
恋風

金系201　金春他

冬扇2・3号

ピクセル
すばる

しき緑96号
幸よし・改良緑炎直緑
28号・ハートランド
改良緑炎・直緑93号
しき緑96号
ハートランド
夏扇2・3・4号
春扇・羽緑-本太

春 取 り

播 種 期 育苗期間 定植時期 生育期間 収 穫 期 収穫期間

●

●●

●

●

●●▲

●●

●

●

●●

●

●●

●●

●●▲

●● ▲●

●●

●●

● ▲

●●

●●

上 中 下
12

上 中 下
11

上 中 下
6

上 中 下
5

上 中 下
4

上 中 下
3

上 中 下
2

上 中 下
1

注文書 受付中です!

均一・良質な苗を安定供給します

ご予約受付中
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ガステーブル特別価格キャンペーン

掲載商品及びガス器具に関するお問い合わせは・・・・・・・・・

JA前橋市LPガスセンター
TEL 027（261）5599

☆機能説明

・ガラストップ

・水無両面焼グリル

・オートグリル機能

・自動炊飯

・コンロ・グリルタイマー

ハオS650VGAS（CM）
希望小売価格 ¥115,500

特別価格

　￥63,000

☆機能説明

・ガラストップ 

・水無両面焼グリル 

・自動炊飯 

・コンロ・グリルタイマー

ハオS650VGTS（SL）
希望小売価格 ¥104,790

特別価格

　¥57,000

☆機能説明

・フッ素トップ 

・水無両面焼グリル 

・自動炊飯 

・グリルタイマー 

ハオME630VFTS
希望小売価格 ¥64,890

特別価格

　￥35,000

在庫処分のため！
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今
回
は
、
赤
城
南
面
地
域
で
栽
培
者
が

増
加
し
て
い
る
「
露
地
ナ
ス
」に
つ
い
て
、

特
徴
や
導
入
メ
リ
ッ
ト
等
を
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

一
「
誰
で
も
」
栽
培
経
験
の
あ
る
野
菜

　

春
か
ら
の
家
庭
菜
園
の
代
表
作
物
で
、

非
常
に
な
じ
み
が
深
い
品
目
で
す
。

　

家
庭
菜
園
で
は
、
８
月
中
旬
に
栽
培
を

終
了
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し

か
し
、土
づ
く
り
と
管
理
を
徹
底
す
れ
ば
、

草
丈
は
２
ｍ
近
く
に
な
り
収
穫
も
10
月
末

日
ま
で
収
穫
で
き
ま
す
。

二　

収
穫
（
栽
培
）
期
間
が
長
い

　

５
月
上
旬
に
定
植
す
る
と
、
６
月
下
旬

に
収
穫
が
始
ま
り
、
11
月
上
旬
ま
で
収
穫

で
き
ま
す
。
野
菜
は
相
場
物
で
あ
り
、
価

格
は
随
時
変
化
し
ま
す
が
、
収
穫
期
間
が

長
い
た
め
販
売
価
格
変
動
の
影
響
を
受
け

に
く
い
の
が
特
徴
で
す
。（
図
１
参
照
）

三　

出
荷
は
Ｆ
Ｇ
袋
が
主
流

　

ナ
ス
は
形
が
中
卵
型
で
あ
り
、
昔
の
主

流
の
５
㎏
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
出
荷
で
は
、
職

人
技
的
な
技
術
が
必
要
で
し
た
。

　

Ｆ
Ｇ
袋
出
荷
は
規
格
は
遵
守
し
ま
す
が
、

袋
に
４
〜
５
本
詰
め
る
だ
け
で
あ
り
、
経

験
を
あ
ま
り
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

四　

収
益
性
（
所
得
）
が
高
い

　

収
穫
期
間
が
長
い
た
め
、
10
ａ
当
た
り

の
収
量
が
高
く
、
販
売
金
額
も
比
例
的
に

増
加
し
、
収
益
性
が
高
く
な
る
特
徴
が
あ

り
ま
す
。（
表
１
を
参
照
）

五　

産
地
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
で
は
、
現
在
の
栽
培
者
が

189
人
で
面
積
は
28 

ha
で
あ
り
、
県
下
有
数

の
大
き
な
産
地
で
あ
り
、
販
売
体
制
は
確

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
産
地
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
、
有

利
販
売
が
で
き
な
い
た
め
収
益
性
が

低
下
し
ま
す
。

一　

栽
培
者
と
面
積
の
増
加
を
推
進

　

新
規
の
栽
培
者
を
募
り
、
人
や
面
積
を

増
や
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
栽

培
者
に
は
、
規
模
拡
大
を
推
進
し
て
面
積

拡
大
を
図
り
、
産
地
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
い
く
方
針
で
す
。

二　

技
術
指
導
の
強
化

　

本
格
的
な
露
地
ナ
ス
は
、
技
術
的
に
は

高
度
な
部
分
が
あ
り
、
栽
培
を
躊
躇
す
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
規

栽
培
者
に
は
、
既
存
栽
培
者
の
方
と
別
枠

で
栽
培
講
習
会
や
現
地
講
習
会
を
実
施
し
、

技
術
指
導
を
強
化
し
て
安
心
し
て
栽
培
が

取
り
組
め
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

三　

ま
と
め

　

今
回
は
、
紙
面
の
ス
ペ
ー
ス
か
ら
ナ
ス

栽
培
の
長
所
し
か
述
べ
て
い
ま
せ
ん
が
、

短
所
も
当
然
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
講

習
会
に
参
加
し
て
、
実
際
に
導
入
す
る
か

し
な
い
か
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

新
規
に
栽
培
を
考
え
て
い
る
人
は
、
お

近
く
の
支
所
の
営
農
指
導
員
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

 

（
中
部
農
業
事
務
所
普
及
指
導
課

野
菜
指
導
係　

阿
久
澤
邦
夫
）

やさい通信 中部県民局中部農業事務所

普及指導課
振
興
品
目

「
露
地
ナ
ス
」の
紹
介

産
地
の
振
興
方
針
と

　
　
　
　

推
進
方
法

表１　10ａ当たりの収支計算

収量
（㎏）

単価
（円／kg）

売り上げ
（千円）

7,000 220 1,540

経費
（千円）

所得
（千円） 条件

616 924
労力は
２人
以上

図２　推進資料「ナスブック」

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

6月 7月 8月 9月 10月 11月
0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

H20 数量

H19 数量

H18 数量

H20 平均価格

H19 平均価格

H18 平均価格

図１　東京大田市場のナス入荷量・単価（H20～18）入荷量(t)
単価(円/㎏)
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麦
の
品
質
は
ラ
ン
ク
区
分
の
基
準
に
よ

り
成
績
払
い
の
単
価
に
反
映
さ
れ
て
い
ま

す
。
基
本
技
術
の
励
行
に
よ
り
実
需
者
ニ

ー
ズ
に
適
し
た
高
品
質
な
麦
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
排
水
対
策

　

降
雨
後
の
滞
水
を
防
ぐ
た
め
、
弾
丸
暗

き
ょ
や
溝
上
げ
に
よ
り
排
水
、
透
水
性
の

向
上
を
は
か
る
。

　

排
水
溝
は
生
育
期
間
を
通
し
て
機
能
す

る
よ
う
随
時
手
直
し
を
行
う
。

●
土
づ
く
り

　

生
育
期
間
が
他
の
作
物
と
比
較
し
て
長

期
間
に
わ
た
る
た
め
、
特
に
土
づ
く
り
が

重
要
。

・
作
土
深
の
確
保
：
15
㎝
の
深
さ
を
目
標

と
す
る
。

・
土
壌
改
良
：
土
壌
が
酸
性
化
す
る
と
生

育
が
不
良
と
な
る
の
で
、
土
壌
診
断
に

基
づ
き
改
良
資
材
を
施
用
す
る
。

・
有
機
質
の
投
入
：
堆
肥
や
稲
ワ
ラ
を
す

き
込
む
な
ど
、
有
機
物
を
積
極
的
に
投

入
す
る
。

●
種
子
の
準
備

・
発
芽
率
が
高
く
充
実
度
の
良
い
種
子
を

使
用
す
る
。

・
種
子
消
毒
を
実
施
し
、 

な
ま
ぐ
さ
黒
穂

病
や
裸
黒
穂
病
な
ど
の
種
子
伝
染
す
る

病
害
を
防
除
す
る
。

●
播
種
期                

　

播
種
適
期
は
平
均
気
温
が
11
〜
12
℃
の

時
期
。

・
標
高
200
ｍ
以
下
は
11
月
５
日
〜
15
日
。

・
標
高
200
ｍ
以
上
は
10
月
25
日
〜
11
月
５

日
。

　

早
播
き
は
、
縞
萎
縮
病
や
春
先
の
低
温

に
よ
る
凍
霜
害
（
幼
穂
凍
死
・
不
稔
）
の

発
生
が
心
配
さ
れ
る
。

●
播
種
量
（
10
ａ
当
た
り
）

・
条
播
で
８
〜
10
㎏
（
つ
る
ぴ
か
り
は
千

粒
重
が
少
な
い
の
で
６
〜
８
㎏
）。

・
播
き
遅
れ
た
場
合
は
20
％
程
度
増
量
す

る
。

・
一
般
に
厚
播
き
傾
向
に
あ
る
。
播
種
量

が
多
く
て
も
増
収
は
し
な
い
。

●
播
種
の
深
さ

　

生
育
に
大
き
く
影
響
す
る
。
２
〜
３
㎝

が
目
標
。
浅
い
と
乾
燥
害
や
除
草
剤
の
影

響
を
受
け
や
す
い
。
深
い
と
初
期
生
育
が

遅
れ
る
。

●
施
肥
（
10
ａ
当
た
り
）

・
基
肥
：
地
力
や
品
種
を
考
慮
し
て
窒
素

成
分
で
５
〜
８
㎏
。

・
追
肥
：
タ
ン
パ
ク
含
量
向
上
の
た
め
追

肥
が
重
要
。
窒
素
成
分
で
２
〜
３
㎏
を

２
月
中
旬
〜
３
月
上
旬
に
施
用
す
る
。

・
稲
ワ
ラ
を
す
き
込
む
場
合
は
す
き
込
み

時
に
硫
安
10
㎏
を
施
用
す
る
。

・
野
菜
後
地
な
ど
肥
料
の
残
効
が
予
測
さ

れ
る
場
合
は
50
〜
100
％
減
肥
、
大
豆
後

は
30
〜
50
％
減
肥
。

・
緩
行
性
肥
料
（
麦
玉
一
発
な
ど
）の
場
合
、

そ
の
肥
料
の
基
準
に
従
う
。
追
肥
は
行

わ
な
い
。

●
雑
草
防
除

　

カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
の
発
生
が
こ
こ
数

年
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
雑
草
の
種

子
は
、
収
穫
時
に
麦
粒
に
混
入
し
て
し
ま

う
と
選
別
が
難
し
い
た
め
、
荷
受
け
が
出

来
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
土
壌
処
理
除
草

剤
や
生
育
中
の
茎
葉
処
理
剤
、
畦
畔
の
雑

草
管
理
を
含
め
、
体
系
的
な
防
除
を
行
う
。

そ
れ
で
も 

発
生
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
ほ

場
全
体
に
拡
散
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
種

子
を
付
け
る
前
に
中
耕
や
手
取
り
等
で
地

道
に
防
除
を
行
う
。

●
麦
踏
み

　

年
内
に
本
葉
2.5
葉
以
上
に
な
っ
た
ら
１

回
、
年
が
明
け
て
茎
立
ち
前
ま
で
に
２
〜

３
回
、
土
壌
が
乾
い
て
い
る
晴
れ
た
日
に

実
施
す
る
（
土
壌
が
湿
っ
て
い
る
と
き
は

実
施
し
な
い
）。

●
主
な
病
害
対
策

・
赤
か
び
病
：
発
生
予
防
の
た
め
、
開
花

盛
期
（
小
麦
の
場
合
）
に
薬
剤
散
布
を

実
施
す
る
。

・
縞
萎
縮
病
：
播
種
後
の
気
温
が
高
く
雨

が
多
い
場
合
に
感
染
率
が
高
ま
る
の
で
、

播
種
を
遅
ら
せ
る
（
平
均
気
温
10
℃
以

下
）。

　

（
農
畜
産
指
導
係　
　

原　

昌
生
）

中部県民局中部農業事務所

普及指導課営農情報営農情報
基
本
技
術
の
励
行
で

良
質
麦
生
産
を
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乞
食
の
は
な
し

　

― 

乞
食
行
と
物
も
ら
い 

―

　

先
日
、
太
田
の
呑
竜
様
に
お
参
り
し
て
き
た
。

そ
こ
で
、
ふ
と
小
学
校
の
遠
足
の
と
き
に
、
こ
こ

で
た
く
さ
ん
の
ノ
ラ
ボ
ウ
を
見
た
こ
と
を
思
い
出

し
た
。
昭
和
十
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
上
、
た
ま
た
ま
『
乞
う
』
と
い
う
題
名
の

本
を
買
っ
た
。

　
「
乞
う
」
は
「
こ
う
」
で
「
恋
う
」
に
も
通
じ
る
。

『
語
源
辞
典
』
を
み
る
と
、「
乞
う
」
も
、「
恋
い
」

も
語
源
は
同
じ
で
あ
る
と
出
て
い
る
。
と
も
に

「
欲
し
が
る
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
。

な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、「
乞
食
」
は
本
来
は
「
こ
つ
じ
き
」

と
読
み
、
仏
教
語
で
、
修
行
僧
が
在
家
を
回
っ
て

食
物
を
乞
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
修
行
僧
は
自

活
の
道
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
最
低
限
の
食

物
を
も
ら
い
受
け
て
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
、
の
ら
ぼ
う
の
こ
と

　

私
は
勢
多
郡
木
瀬
村
出
身
で
あ
る
か
ら
、
市
内

で
も
利
根
東
に
あ
た
る
。
こ
れ
ま
で
の
私
の
「
乞

食
」
方
言
調
査
で
は
「
ノ
ラ
ボ
ウ
」
と
い
う
地
域

に
あ
た
る
。
乞
食
に
出
会
う
機
会
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
な
か
っ
た
が
、「
コ
ジ
キ
」
と
い
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

利
根
西
の
人
た
ち
の
用
語
は
ど
う
か
。

　

ど
う
も
、
今
の
と
こ
ろ
、「
ド
ウ
マ
ン
」
と
「
ド

ウ
シ
ン
ボ
ウ
」
の
よ
う
で
あ
る
。

　

も
と
の
総
社
・
元
総
社
・
東
村
の
辺
り
の
人
は

「
ド
ウ
マ
ン
」
と
い
い
、
清
里
の
人
た
ち
は
「
ド

ウ
シ
ン
ボ
ウ
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
隣

接
す
る
群
馬
町
の
人
に
お
聞
き
し
た
ら
、「
ド
ウ
マ

ン
」
も
「
ド
ウ
シ
ン
ボ
ウ
」
も
言
っ
て
い
る
人
も

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、「
ノ
ラ
ボ
ウ
」
に
つ
い
て
は
、
明
治

四
十
三
年
編
纂
の
旧
町
村
ご
と
の
『
郷
土
誌
』
の

中
に
、「
ノ
ラ
ボ
ウ
」
と
か
「
ノ
ラ
ボ
ウ
ズ
」
と
出

て
い
る
。
古
く
か
ら
「
ノ
ラ
ボ
ウ
」
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

こ
れ
ま
で
私
が
調
べ
た
結
果
で
は
、
利
根
東
の

地
区
に
お
い
て
は
、
多
少
の
表
現
の
違
い
が
み
ら

れ
る
が
、
大
部
分
の
と
こ
ろ
は
「
ノ
ラ
ボ
ウ
」
と

言
っ
て
い
る
。

　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
足
利
で
も
「
ノ
ラ
ボ

ウ
」
と
言
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

二
、「
ド
ウ
マ
ン
」
と
「
ド
ウ
シ
ン
」

　
「
ド
ウ
マ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
語
源
は
分

か
ら
な
い
。
こ
こ
に
こ
の
言
葉
を
理
解
す
る
た
め

の
一
つ
の
手
が
か
り
が
あ
る
。
五
十
万
語
を
収
録

す
る
と
い
う
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
刊
）

を
み
る
と
、「
ド
ウ
マ
ン
」
の
も
う
一
つ
の
意
味
と

し
て
『
旧
群
馬
郡
塚
沢
村
郷
土
誌
』を
引
用
し
て
、

「
物
も
ら
い
、
こ
じ
き
」
と
説
明
し
て
い
る
。
そ

れ
だ
け
大
き
な
国
語
辞
典
の
中
に
、
解
説
な
し
で

そ
れ
だ
け
し
か
記
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
他
に
手
が
か
り
と
な
る
文
献
が
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
ド
ウ
シ
ン
ボ
ウ
」
は
、『
江
戸
語
辞
典
』
に
「
道

心
坊
」
と
あ
り
、「
乞
食
坊
主
」
と
説
明
し
て
い
る
。

「
道
心
坊
」
と
は
仏
道
修
行
の
者
の
こ
と
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、「
ド
ウ
シ
ン
ボ
ウ
」
の
語
源

は
「
乞
食
坊
主
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
と
め
と
し
て

　

前
橋
地
区
で
と
ら
え
ら
れ
た
乞
食
に
関
す
る
主

な
方
言
を
取
り
上
げ
て
み
た
。

　

全
県
下
で
は
十
語
ほ
ど
と
ら
え
ら
れ
た
か
ら
、

市
内
で
も
も
っ
と
多
く
の
方
言
が
見
付
か
る
と
思

う
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ

た
が
、
む
か
し
は
よ
く
乞
食
が
ま
わ
っ
て
き
た
。

家
々
を
ま
わ
っ
て
、
お
金
や
食
べ
物
を
も
ら
い
歩

い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
乞
食
に
対
し
て
、
親
は
、
悪
口
を

い
う
な
、い
た
ず
ら
を
す
る
な
と
注
意
し
て
い
た
。

乞
食
は
ど
ん
な
え
ら
い
人
が
姿
を
変
え
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
と
い
っ
て
い
た
。
廻
国
僧
へ
の
思

い
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

11
月
13
日
㈮
…
柏
倉
・
三
夜
沢
・
市
之
関

　
　

17
日
㈫
…
苗
ヶ
島

　
　

27
日
㈮
…
鼻
毛
石
・
馬
場
・
大
前
田

わ
く
わ
く
広
場

　
　

11
月
の
予
定

宮
城
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

詳
し
く
は
宮
城
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
７
―
２
８
３
―
０
２
９
４

（

）

文
・
井
田
安
雄

　

３
班
は
、
14
〜
15
日
（
荒
砥
・
大
胡
・

宮
城
・
粕
川
支
所
と
ゆ
う
あ
い
館
）
の
方

を
対
象
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

場
所
は
、
３
班
と
も
１
泊
２
日
で
、
各

班
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
思
い
出
に
残
る

旅
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
日
頃
の
疲
れ
を
山
形
・
上

山
温
泉
「
日
本
の
宿
古
窯
」
で
癒
し
、
他

に
天
童
・
栄
春
堂
将
棋
の
館
、
米
沢
・
伝

国
の
杜
（
上
杉
博
物
館
）
と
上
杉
神
社
、

上
杉
家
廟
所
（
米
沢
藩
主
・
上
杉
家
代
々

の
墓
所
）
を
見
学
し
て
楽
し
い
旅
行
と
な

り
、
ぜ
ひ
来
年
も
参
加
し
た
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

題
字　
代
表
理
事
組
合
長　

前
原 

良
男

第
二
百
一

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
旅
行
セ
ン
タ
ー
は
、
合
併

７
周
年
を
記
念
し
て
、
１
泊
２
日
の
旅

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
ゆ
か

り
の
山
形
の
旅
）
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

同
旅
行
は
、
管
内
か
ら
530
人
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
３
班
に
分
か
れ
て
開
か
れ
、

一
班
は
、
９
月
８
〜
９
日
（
木
瀬
・
前

橋
・
上
川
渕
・
東
・
元
総
社
・
総
社
・
清

里
支
所
）
の
方
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

２
班
は
、
10
〜
11
日
（
南
部
・
南
橘
・

芳
賀
・
桂
萱
・
富
士
見
支
所
）
の
方
を
対

象
に
開
か
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ　
　
　
　
　

ゆ
か
り
の

山
形
の
旅
に
530
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た

合
併
７
周
年

特
別
企
画
旅
行

「
天
地
人
」
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２(月)
７(土)
10(火)
14(土)

５(土)
８(火)
12(土)
19(土)

21(土)
22(日)
28(土)

22(火)
29(火)
30(水)
31(木)

11 12

答え:

（例）

住所

　〒□□□-□□□□

　　前橋市○○○○○○○○

　　　TEL　○○○-○○○

氏名

　○○○○○

　保護者名　○○○○○

小学校名・学年

　○○○○小学校・○年

下川渕 小学校６年 木下　華
は

奈
な

下川渕 小学校５年 大木　雅生
下川渕 小学校４年 木下　凪

な つ き

月
荒　牧 小学校２年 松浦　あい
荒　牧 小学校２年 松浦　　遼
芳　賀 小学校６年 大熊　達也
芳　賀 小学校４年 五十嵐玲香
桂　萱 小学校６年 高橋みのり
桂　萱 小学校３年 門倉　一樹
桃　瀬 小学校４年 梅田　侑哉

桂萱東 小学校５年 吉田　　亮
時　沢 小学校１年 片貝りゅうせい
　原　 小学校５年 田村　　巧
　原　 小学校３年 田村　伊吹

大　胡 小学校５年 林　菜々夏
大　胡 小学校２年 林　愛由花
宮　城 小学校５年 長岡　美佳
宮　城 小学校４年 町田　稚

ち な り

愛
月　田 小学校４年 鎌塚　龍生
月　田 小学校１年 鎌塚こうせい

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

お父さん、お母さん、子どもさんを
応募させてあげてください。

９

号
月

の

○ょうせつ

◆
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
左
の
よ
う
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

小
学
生
な
ら
だ
れ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

◆
あ
て
さ
き

　

〠
３
７
９
|
２
１
６
１

前
橋
市
富
田
町
２
４
０
０
|
１

Ｊ
Ａ
前
橋
市
「
ち
び
っ
こ
ク
イ
ズ
」
係

お
ひ
と
り
１
点
の
応
募
を
有
効
と
し
ま
す
。

し
め
き
り
は
12
月
10
日
消
印
ま
で
。

◆ 

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
20
人
に
図
書

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

◆ 

な
お
、
ご
応
募
に
際
し
て
取
得
し
た
個
人

情
報
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
抽
選
・
発
送
・

あ
ぐ
り
ー
と
ー
く
へ
掲
載
す
る
以
外
に
は

一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

秋あ
き

も
す
っ
か
り
深ふ
か

ま
り
、
野の
や
ま山
の
木こ

の

葉は

も
い
よ
い
よ
秋あ
き
い
ろ色
に
染そ

ま
り
ま
し
た
。

落お

ち
葉ば

の
積つ

も
っ
た
〝
ふ
か
ふ
か
の
道み
ち

〞

を
散さ
ん
ぽ歩
す
る
の
も
楽た
の

し
い
も
の
で
す
。

　

暦
こ
よ
み
を
見み

る
と
、
11
月が
つ

22
日に
ち

は
24
節せ
っ
き気
の

小
雪
（
○
ょ
う
せ
つ
）。
各か
く
ち地
か
ら
、
初は
つ

雪ゆ
き

の
便た
よ

り
が
届と
ど

く
季き
せ
つ節
で
す
。

法法 務務 税税 務務 相相 談談 日日

年金の上手な掛け方、もらい方、ねんきん博士に聞いちゃおう
※当日３日前まで予約受付時間午前９：00～午後５：00

※希望される方は、前々日までに

法務相談
11月６日㈮・20日㈮・12月４日㈮・18日㈮
税務相談（各午後２時から本所金融部窓口にて）
11月12日㈭・26日㈭・12月10日㈭・24日㈭

11月22日㈰

12月20日㈰

平成21年度　農業講演会　開催のお知らせ

【演題】 『ゼロからの出発 ―激動する農業の時代を生きぬく知恵』
【講師】㈲木ノ内農園会長・木ノ内均 氏

◎日　時　平成21年11月18日（水）午後２時～
◎会　場　ＪＡ前橋市本所２階多目的ホール
◎対象者　生産者及び一般（認定農業者、各種生産組織等）
◎参加費　無料　　◎問い合わせ　前橋市農業委員会事務局　☎898－6733
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総 組 合 員 数

貯　金　総　額
貸 出 金 総 額
長期共済保有額
農産物販売総額
購買品供給総額

９月末事業実績
23,960人

(内正組合員　13,324人)
1,808億2,109万円
561億1,842万円

7,568億2,279万円
100億0,455万円
64億4,296万円

2
0
0
9
11月

Ｎ
ｏ
.2
0
1

◯
発
　
行
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
379-2161

　
前
橋
市
農
業
協
同
組
合
　
　
群
馬
県
前
橋
市
富
田
町
2400-1

◯
発
行
人

　
代
表
理
事
組
合
長
　
前
原
良
男

◯
編
　
集
　
JA
前
橋
市
企
画
管
理
部
総
合
企
画
課
／
編
集
委
員
会

　
TE
L  027-261-3000 ㈹

    FA
X
  027-261-2510

９月28日…本所大会議室

　＜協議事項＞

①平成21年度　第２・四半

期仮決算状況

　（８月末仮決算の状況を

説明）

②平成21年度ＪＡ全国監査

機構期中監査日程

③固定資産の取得・処分なら

びにリース車両の取得

　（物流センター配送リース

車両の取得・富士見支所

ライスセンター除却他）

９月の理事会から

④有線放送電話加入契約の

解除

　（富士見支所、一部契約者

の解除）

⑤確定給付企業年金制度の導

入および退職給与規程・就

業規則の変更

⑥ＪＡ前橋市ロードマップ

⑦長期プライムレートの改定

　（９月10日より0.15％引

き下げる ）

⑧畜産経営維持緊急支援資金

の概要および利子助成

⑨出資減口申請

⑩貸出案件

　＜報告事項＞

①各事業ごとの概況と報告

《主な活動》

《目　的》

《部員募集中》
　女性部は、ＪＡ前橋市12支所ですでに活動しています。
女性部活動で他の部員さんとの交流を通して、様々な発見
や刺激を受け、自分自身の知識の枠を広げて一緒に輝きま
せんか？
　みなさまの加入を心よりお待ちしています。

　女性部員の教養を高め、社会的・経済的地位の向上をは
かり、明るい地域社会をつくることを目的としています。

女性部
員として一緒に楽しく活動しませんか !!－JA女性組織仲間づくり運動－

料理講習会

家計簿＆ライフプラン講習会

手芸・編物講習会

ガーデニング講習会

健康づくりハイキング

各種講習会

健
康
診
断
日
程

○
結
果
相
談
会

11
月
26
日
㈭　

宮
城
支
所

○
前
橋
地
区　

婦
人
健
診

　

（
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
健
診
）

12
月
８
日
㈫　

清
里
公
民
館

対
象　

（
清
里
・
総
社
・
元
総
社
・
東
）

12
月
11
日
㈮　

南
部
支
所

対
象　

（
上
川
渕
・
南
部
・
前
橋
）

12
月
14
日
㈪　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
本
所

対
象　

（
荒
砥
・
木
瀬
）

12
月
15
日
㈫　

芳
賀
公
民
館

対
象　

（
芳
賀
・
桂
萱
・
宮
城
）

12
月
17
日
㈭　

南
橘
公
民
館

対
象　

（
南
橘
）

忘
れ
ず
に

お問い合わせは、ＪＡ前橋市生活福祉課まで。TEL027-261-3000

▲手芸講習会
　（パッチワークのコースターづくり）


